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2020年度歴史地震研究会 第 4回幹事会議事録 

 

場所:Web会議 

日時:2020年 12月 25日(金) 17:00～19:20 

出席者:松浦(会長)，堀川(副会長)，諸井(財政)，西村(行事)，加納(広報)，行谷(編集出版)，中村(監査)，

植竹(監査)，大邑(総務)書記， 

 

1. 「歴史地震」の編集について（編集出版） 

【資料 1】『歴史地震』の編集について 

✓ 36号の編集状況について投稿数等については昨年とおおよそ変わらない状況 

✓ 現在，すべての原稿について査読者に回っている状況 

✓ 1月上旬に査読意見収集，1月末に著者からリバイスの予定 

✓ 再査読は 3月下旬を目処にして 3月末で受理あるいは受理の見込みに至らなかった場合は却下か次

年度に回す方針 

✓ 編集出版委員会をオンラインで開催し，却下の判断，査読締切りが守られない場合の対応について

編集方針の確認を行った 

→実際に却下の判断をする場合については場合に応じて慎重かつ柔軟に対応する事を確認 

✓ 今後 1月下旬，3月上旬に編集の進捗を確認し，必要に応じてオンライン会議を実施の予定 

✓ 前回と同じく編集補助者への謝金を支払いたい 

 →支払うことを了承 

✓ オープンアクセスリポジトリ推進協会の著作権についてのアンケート調査に回答するにあたり研

究会のメールアドレス，回答内容等について確認 

 

2. 入退会者の承認及び 2020年度会費の受取状況（財政） 

【資料 2】入退会者の承認及び 2020年度会費の受取状況 

✓ 入会者 0名，2020年度末退会者 1名，同休会者 0名，会員特典復活 0名，登録内容変更 0名 

✓ 2020年度会費未納につき退会届保留中 1名 

✓ 現段階での会員数 266名 

✓ 2020年度会費受取状況 220名（会員 266名のうちの 83％が支払い済み） 

✓ 未納者 46名（年明けに会費督促を予定） 

 

3. 2021年苫小牧大会について（新行事） 

【資料 3】2021年苫小牧大会準備状況 

✓ 講演者の候補について交渉状況を報告 

✓ 外部者へ講演依頼をする場合について謝金などを確認 

✓ 全体タイトルについてはこれから検討 

✓ 感染症およびワクチン接種の状況に応じて適宜対応(巡見は無理になるかもしれないが講演会の開

催は可能ではないか) 

✓ 巡検コースは地質・火山系を検討中 

✓ 大会セットについて前行事委員長より受領 
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4. 広報活動について（広報） 

✓ 通常の広報活動を実施している 

✓ メーリングリスト規約については確認中 

✓ 今後ホームページに 35号を PDF掲載する(17号も掲載予定) 

✓ 会員の現況確認をフォームなどで逐次行う 

✓ mushaの整理・再登録を 4月目処に行う 

✓ 地震学会ニュースレター3月号に苫小牧大会の情報を掲載する 

 

5. その他 

✓ 研究会に要望書の提出依頼があったため検討した 

✓ 後援申請の規定(内規)について幹事会決定で作成できる事を確認 

 →次回幹事会で決定する予定 

 

 

○次回幹事会は 4月開催の予定 (Web開催) 

以上 


